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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・退職者があり勤務変更がされています。各自勤務を確認し間違えないようお願いします。

・7/17(火)18(水)看護グループ内研修があります。時間17：30～18：00場所２Ｆ会議室

テーマ「精神科初任者研修①～精神疾患について～」

統合失調症・気分障害・認知症について　　　　講師：中村ＳＧＭ

・ケアプロセスの入力お願いします。

・ＷＩＺでの個人スケジュール登録をしていない方はお願いします。勤務表が出たら登録して行くようにしましょう。

・カルテ記載時に関して、少なくとも記録用紙一番上の患者氏名、年齢、担当医、PSW、担当Ns、月日、ページ数は、都度、記載していきましょう。ケアプランなどは担当スタッフが書くものだとは思いますが、前ページに書いていないと延々と患者様情報が書かれないまま、又は書かないまま進んでいきませんか？カルテチェック時に慌てて埋めるように記載するのではなく、その辺は、各Nsが担当患者を持っているわけですからカバーしあう部分だと思います。誰かが書くだろう・・・ではなく、責任を持って各自が記載して行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・松橋　清子　様～主治医指示にて点滴療法行っていましたが、嘔気・嘔吐無く、補食や食事が摂取出来てきていること主治医報告、点滴止めの指示あります。

本日、嘔気・嘔吐なく腹部膨満感もなく経過しています。朝食は主食は摂取できていますが、副食摂取できません。

9：30自らすすんで飲水300ｍｌし自己排尿1200ｍｌ見られています。声掛けに返答しないことが多いです。昼食はホールへ運ぶも自室から出て来ない為、自室にて摂取して頂いています。摂取時「御飯に毒が入っていて苦くて食べれない。臭い。」と被毒妄想を話し拒んでいましたが、１回１回匂いをかぎながら互いに確認して口に運んでいます。介入することで主食全量、副食4/5摂取出来ています。30分～40分かけ、ゆっくりと食べています。拒否があり食事が冷めてしまった場合は、レンジで温めてあげる等してあげましょう。

摂取時周囲を気にしながらチラチラと見て食べていましたのでドアを閉めています。閉めたことにより徐々に落ち着きが見られてきています。落ち着かない様子が見られますのでその状態にあった静かな環境の場の提供をして行きましょう。

今後も嘔気、嘔吐、排尿の有無等、身体症状の観察と精神症状の観察を行って下さい。

7/19(木)採血し至急血液検査行って頂き、7/20(金)三上Ｄｒへ検査結果の確認をお願いします。

・上野　千奈津様～7/24(火)9時30分～7/27(金)15時までの外泊希望あり、許可となっています。前回は茶碗洗いをして来たとの事で、今回も目標を決めて生活リズムを整えて生活できるよう促して行きましょう。１週間分の自己服薬管理になりましたが、外出時の忘薬の無いよう説明するようにして下さい。外泊から戻った際には御家族や本人から外泊時の様子を伺うようにしましょう。

（定期薬変更患者様）

・中森みや子様～服薬調整の為、パントシン散20％(ビタミンＢ剤)　２g→３g　増薬

・砂葉　良子様～セロクエル（精神神経用剤）(100)３Ｔ(0-0-2-1)→６Ｔ(2-0-2-2)　朝食・夕食後→毎食後へ変更

（皮膚科診察）

・寺地利代子様～全身掻痒感なくなった事から、タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　2×朝・夕　が止めとなっています。

・田端　テル様～先週の診察時ケルガー1Ｔ　1×朝　処方となっていましたが、継続処方となっています。引き続き、掻痒感の有無や皮膚状態の観察を行っていきましょう。来週の診察時、定期薬に入るかの確認をお願いします。

・石切　久様・春本　司郎様・平　勝利様・清水　進様・寺地　利代子様・八森　正様

全身掻痒感継続していることから、タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　2×朝・夕　が継続処方となっています。全身掻痒感の有無や皮膚状態の観察を行っていきましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａグループ～第２週目ですが短期目標を忘れている患者様が多いです。忘れていても自己評価は90％と話される方もいます。毎週行っていますが、短期目標について意識して実践していることが少ない様子ありますので再確認は必要と思います。なかには「病棟での事は出来ている」と話される方もおり、家族と話す事が苦手、家族との関係への話題へとなっています。家族との連絡や相談について行っていますが感情的になりやすいタイプの患者様が揃っていますので、その辺が課題となっていきます。

Ｅグループ～古舘正行様が移棟後初参加となり自己紹介を行っています。拒否や途中退席もなく参加出来ています。今後も、その場に来れた事や参加出来たことを評価して行きましょう。

